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山形県留学生交流推進協議会

国際交流やまがた

　私たち山形ロータリークラブと留学生との関係は、以前はロータリー財団の奨学生や青
少年交換学生の派遣という形で、県関係の高校生や大学生を海外に派遣することが中心に

なっていたようですが、平成10年以降は財団奨学生を４名派遣したことに加えて、延７年間にわたり海外から
山形にいらした４名の奨学生のお世話をしてまいりました。これは、「ロータリー米山奨学事業」によるもので
すので、ここでは、この事業について述べさせていただきます。
　「ロータリー米山奨学事業」とは、日本全国のロータリアンからの寄付金を財源として、日本で学ぶ外国人留
学生に奨学金を支給し、支援する国際奨学事業です。事業主体は、日本のロータリーの創始者米山梅吉氏を記
念した「米山基金」から発展した公益財団法人ロータリー米山記念奨学会であり、年間の奨学生採用数は約800
人、事業費は14.6憶円（2009年度）となっており、累計の奨学生では15,776人（2010年４月現在）、出身国は
119カ国と国内の民間事業では最大規模となっています。奨学金は課程に応じて月額７～14万円とかなり充実し
たものと思っております。
　また、奨学金による経済的支援だけではなく、ロータリークラブとの交流と精神的ケアを重視しており、奨
学生一人ひとりに地域のロータリークラブから世話クラブが選ばれ、また、その会員の中からカウンセラーが
付いて日常の相談役となり生活にも配慮しています。
　私たちのクラブでも、奨学金については毎月の例会に来ていただいてお渡ししていましたし、「歳忘れ家族
会」などの懇親行事にも参加してもらい、会員とのふれあいを大切にしてきました。これからも、積極的に世
話クラブを引受け国際交流の一助になっていきたいと考えております。

巻頭言
ロータリークラブと国際交流 山形ロータリークラブ会長

　　伊　藤　吉　明
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Tsuruoka Town Campus of 
Keio (TTCK), Keio University.

Mohamed Helmy

I got to know about Tsuruoka six years ago, 
through an internship opportunity in the Institute 
for Advanced Biosciences (IAB). In March 2007 I 
arrived to Tsuruoka and since that time, three 
aspects are impressing me in Tsuruoka i) the 
research environment in IAB, ii) the nature and 
sightseeing places in Tsuruoka and iii) the friendly 
behavior of the Tsuruoka people. Therefore, I 
decided to join Keio University to do my post 
graduate studies in IAB and stay in Tsuruoka. 
Currently, I got my Masters degree and doing my 
PhD in system biology. After finishing my PhD I 
wish to go back to my country (Egypt) to transfer 
the knowledge that I acquired during my study in 
Keio University and start an exchange program 
between my univers i ty in Egypt (Al -Azhar 
University) and IAB to allow more Egyptian 
students to come to Tsuruoka and explore this 
special part of the Japanese culture.    

私の学校生活

新庄コンピュータ専門学校
情報システム科１年

　もう日本に来て２年目になった。私は中国の北京の
出身なので、日本に留学するとしたら、普通、東京と
か大阪とかへ行くはずだけれども、今、私が住んでい
る所は賑やかな大都市ではない。
　新庄での生活の一年目は、日本語の勉強のために
本校の日本語コースで学んだ。同コース修了後、東京
の専門学校に受験し合格したけれども、大地震が発生
し、私の父母も心配して、東京の学校に行くことを断
念した。
　日本語コースで一緒に勉強した仲間二人は仙台の専
門学校へ行くことになったので、中国人として私一人
が情報システム科に進学することになった。今はとて
も寂しい思いもしている。クラスメートの日本人学生
たちは大人しい人が多くて、学校で会話する時間が少
ないように感じられる。
　とにかく、在学中に日本語能力試験１級を目標にし
て頑張っていきたいと思っている。

日本人との
コミュニケーション
鶴岡工業高等専門学校
物質工学科　３年

ムハンマド　アリフ

　僕はインドネシア出身の留学生で、2010年４月に日本
に来ました。まず東京で一年間日本語を勉強して2011年
４月に鶴岡に来ました。今は鶴岡工業高等専門学校の
物質工学科で勉強しています。僕のような留学生にとっ
て勉強以外のことで一番重要なものはコミュニケーショ
ン、特に日本人とのコミュニケーションだと思います。
　うまくコミュニケーションができることは留学生にとっ
て、すごく大切なことだと思います。なぜなら、良いコミュ
ニケーションで友達作りがよくできるからです。そして友
達がたくさんできたら、寂しいという気持ちがある程度
感じられなくなります。また友達は日本の文化や習慣な
ど色々教えてくれます。
　しかし、日本人と良いコミュニケーションをするという
ことは、非常に難しいと僕は思います。だいたいの日本
人は消極的で恥ずかしがりやすいと思います。だからう
まく日本人とコミュニケーションを取れるために、僕達の
ような留学生が自分から積極的にコミュニケーションを
取らなければなりません。
　これからも鶴岡高専での生活を良くするためにもっと
積極的にコミュニケーションを取りたいと思います。

日本で暮らそうとする
留学生の方へ
山形大学　人文学部
法経政策学科４年

李　鍾一（イ　ジョンイル）

　現在日本には世界各国から来た留学生が大勢いま
す。その中には卒業後、母国に帰る人もいますし、日
本で働きたい！暮らしたい！と思う人も沢山います。
外国人として日本で暮らすことは容易ではありませ
ん。日本人と就職活動で競い合い勝ち残らなければな
りませんし、将来への不安も大きく、母国の家族とも
会えなくなってしまいます。このデメリットを知りつ
つも、日本が大好きで日本で暮そうと思っている方々
は日本に来た理由を考えてください。きっとその理由
は自分の夢を叶える為です。皆さんは新たな夢を抱え
て、母国での進学ではなく、日本に来るという道を選
択したはずです。その夢を諦めず、一歩一歩確実に道
を進んでください。３月11日の震災、放射線の影響で
帰国する留学生が増えていますが、日本が大好きで、
もっと日本で暮らしたいと思う方はぜひ自分の夢に挑
戦してみてください。心を決め、一歩進んだとき、新
たな夢や道が留学生の皆さんの前に広がるはずです。

姜　　柯（キョウ　ランカ）

留学生の声留Voice

Tsuruoka Town Campus of 
Keio (TTCK), Keio University.

Mohamed Helmy

留学生の声留

Tsuruoka: Science, 
Nature and Adventure



山形県留学生交流推進協議会総会・運営委員会　第23回総会・第39回運営委員会（合同会議）

県民と外国人留学生との交流会

山形県留学生交流推進協議会 事務担当者研修会

（財）中島記念国際交流財団助成事業

　（財）中島記念国際交流財団による支援をいただいて、標記の事業を実施しています。過去３年間に引き続いて採択されたもので、
今年度は留学生の就職支援と留学生が在籍する高等教育機関の無い最上地域の皆様との交流を主目的としたものです。
　平成18年度から、山形県と山形大学とが連携して留学生のためのインターンシップ事業を実施しておりますが、今回のプログラムは
これを山形県留学生交流推進協議会加盟大学に拡大するとともに、企業見学を含めた地域の皆様との交流会、就職セミナー、そして
県内企業による留学生のための合同企業説明会を実施するというものです。
　既に終了したインターンシップには県内企業15社から受け入れ希望をいただき、留学生から延べ63名（１人２社以上の参加も可）の
参加希望があり、企業との事前面談を実施し、日程調整を行った結果、最終的には８月から10月にかけて、12社で延べ24名の留学生が
お世話になりました。
　11月19日から20日にかけては地域の皆様との交流事業を実施しました。
　最初に株式会社シベール様（山形市）を訪問して代表的な菓子製品の製造工程等についての説明をいただいた後、最上地域に移動
して名所等を見学し、夕方からは新庄市内で地元の皆様との交流会を開催しました。
　最初に新庄市史編さん室長を務められた三浦和枝さんに新庄市の歴史等についての説明をいただいた後、留学生と子どもさんを含
むたくさんの地元の皆様とが食事をともにしながら様 な々話をし、有意義かつ楽しい時間を過ごさせて頂きました。この交流会に際しま
しては新庄市役所、日中友好協会もがみ支部等の皆様にたいへんお世話になりました。
　翌20日には前森高原（最上町）での蕎麦打ち体験や新
庄市ふるさと歴史センター見学を行いました。蕎麦打ち体
験では全員がエプロンとバンダナを身に着けて作業を行い、
最後に無事、自作の蕎麦を食べることができました。
この後、本事業においては１月22日に留学生を対象とした
就職セミナーと県内企業による合同企業説明会を開催し
ます。この「国際交流やまがた　Vol.23」が発行される頃
には一連の事業が終了している予定です。

　第23回山形県留学生交流推進協議会総会及び同協議会第39回運営委員会が、平成23年２月8日（火）に山形大学事務
局第一会議室において開催されました。
　会議では、山形県における留学生の受入及び留学生支援や中国黒龍江省との新たな交流等について話し合いが行わ
れました。

　第23回山形県留学生交流推進協議会総会及び同協議会第39回運営委員会の合同会議の終了後、『県民と外国人留学
生との交流会』が開催され、留学生による歌が披露されるなど和やかな雰囲気の中で相互の交流を深めました。

　今回で５回目となる山形県留学生交流推進協議会事務担当者研修会が、平
成23年10月25日（火）に、山形大学を会場に開催され、７つの機関から22名が
受講しました。
　この研修会は、各高等教育機関の職員が留学生の資格外活動等についての
入国管理局への申請取次を行うための資格を取得し、留学生への便宜を図る
ことを主目的として開催しているものです。
　研修会では、講師としておいでいただいた法務省仙台入国管理局審査部門
の工藤信裕統括審査官から、留学生に係る審査関係や取次制度、申請手続き
等についての説明が行われました。

もっと「山形」を知ろう、「山形の企業」について知ろう、語ろう

新庄市民と留学生の交流会 前森高原でのそば作り体験
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中島記念国際交流（財（（ ）財財 中
留学生地域交流事業

山形県県留学生交流山形県

行事報告

事務担当者研修会



　私は去年、東北文教大学短期大学部の留学生別科を
修了し、今は総合文化学科に在学しています。最初、
山形に来たときは周りに田畑以外には何もなかったた
め、ずいぶん田舎に来たなと少しがっかりしましたが、
勉強には専念できる環境だと思いました。
　留学生活も２年目になり、今年の大学祭では、日本
人との交流がさらに深まりました。特にチアダンス部
の活動を通じて、親しくなれたと思います。入部当初
はリーダーの指示をなかなか理解できず、部員ともう
まく話せませんでしたが、夏休み後大学祭の準備でグ
ループごとの練習を重ねていく中で、日本人の部員が
私に興味を持ってくれるようになり、親しみが増して
きました。リーダーから一年生と留学生は、韓国の曲
目でとの指示があったので、服装も布選びからデザイ
ンまでグループで話し合い、手縫いで仕上げました。
曲目や振り付けを決める時には、意見の食違いもあり
ましたが、そのお蔭で大学祭を楽しむことができたと
思います。
　現在も、最近日本で流行している韓国の曲に合わせ
てダンスをするなど、日本人と一緒にチアダンスを楽
しんでいます。

　財団法人山形県国際交流協会（通称：AIRYエアリィ）は、国際交流に関す
る情報の提供、県内民間国際交流団体との連携強化、共催事業の開催、国際
交流ボランティアの養成・活動支援、国際交流イベントや異文化理解講座な
どを実施しております。また、県内在住外国人の方向けに、日本語教室や、
外国語による相談窓口を設置しております。
　また、「国際交流・国際協力・日本語を教えるボランティアがしたい」そん
な方にご紹介したいのが、サポーター制度です。「語学」「イベント協力」「日
本語」「ホストファミリー」「国際理解」の５つの分野で、希望の分野に登録
いただけます。例えば、山形に訪れる外国人を自分の家庭に受け入れたいという方には、「ホストファミリー」の分野でご登録
いただき、他機関から募集があった際、都合や条件などが合致すれば、ホストファミリーとして受け入れていただくことがで
きます。また、在住外国人の日本語学習をサポートしたいという方には、「日本語」の分野でご登録いただき、日本語学習を希
望する在住外国人の日本語学習サポートに携わっていただくことができます。
　設立から20年を迎えた山形県国際交流協会は、皆様の協力をいただきながら、これからも在住外国人と山形県民とをつなぐ
架け橋として幅広い事業を展開してまいります。賛助会員入会やサポーター登録、イベント参加を心よりお待ちしております
ので、どうぞお気軽に山形駅西の霞城セントラルビル２Ｆの山形県国際交流センターへ足を運んでみてください。なお、詳しくは、
当協会ホームページ（http://www.airyamagata.org）をご覧ください。

　人が生きているうちはたくさんの出会いが待っていると思う。それがな
にかしらの運命を感じさせるものではなくても大切な出会いであろう。
　埼玉からここ山形に来て、また様 な々人との出会いがあった。しかし、
その中でもっとも私のこころに強く印象づけられた人と言えば同じ学科
で一緒に勉強している「門馬太一郎」であろう。現在通っている大学へ
編入してきた私は、皆とどうやって仲良くなればいいのかを悩む時に、声
をかけてくれたのが「太一郎」であった。「門馬太一郎」という名前を初
めて聞いたとき「もんま」という響きがなぜか日本の和の重圧感を感じさ
せられたが、いつもさわやかな笑顔を降りまく「太一郎」であった。それで
私は「門馬」よりさわやかな音がする「たいちろう」や「たいちょー」と呼ん
でいる。
　今年の3.11、日本に来てはじめて経験する被災であった。それは恐ろ
しく今でも家にいる時、少しの揺れを感じても心が動揺してしまうほどの
恐ろしい思い出である。その震災の時に誰よりも被害を受けたのは「太
一郎」である。「太一郎」の実家は「福島県南相馬市」である。実家の
近くに原子力発電所あって放射能流出が酷くなってしまい家に帰ること
ができなくなってしまった。そのせいでお父さんは「アスパラガス」の農業
もできなくなり、ここ山形に引っ越すことになってしまった。いつも楽しみに
していた「太一郎」のお父さんの「アスパラガス」が食べられなくなった
のは非常に残念である。
　しかし、その時でも「太一郎」は「大丈夫だよ」とにっこりと笑っていた。
その後も自分も震災を受けた被害者なのにここ山形に避難してきた
人々のためにボランティア活動や震災の時の写真を撮って東京で写真
展を開いたり、忙しい日々 を送った。なぜそこまでポジティブに前向きでい
られるのか。それは誰より情が深くて人が好きな「門馬太一郎」だからこ
そできるのではないかと感じた。最近就職活動で忙しい日々 を送ってい
て、卒業したら皆な離ればなれになって「太一郎」と別れることになるか
もしれない。しかし、いつもにっこりと笑って「おはよう」と挨拶する「門馬
太一郎」にきっと会いたくなると思う。

東北文教大学短期大学部
総合文化学科１年

朴　志炫（パク ジヒョン）

東北芸術工科大学
グラフィックデザイン科３年

金　東玉（キム ドンオク）

チアダンス部に入って 「門馬太一郎」との
出会い

毎月第２・４土曜日開催のとびいりワールド茶館（カフェ）

しし

支援団体の紹介

財団法人山形県国際交流協会

世界と共に生きよう　やまがた地球市民



スポーツ祭（東北文教大学・東北文教大学短期大学部） りんご狩り（庄内国際交流協会）

外国人留学生・研修生のための異文化交流事業
（国際コミュニケーションレディズクラブ）

小学生と留学生の交流会in山形 ̶X’masイベントを楽しもう！̶
（山形大学・大学コンソーシアムやまがた）

留学生対象研修旅行（東北芸術工科大学）

干し柿づくり体験（アースネットワーク米沢）

国際ノルディックウォークin湯野浜（鶴岡工業高等専門学校）

国際交流のつどい2011（山形県国際交流協会）

交流風景



留学生のための「県内企業合同説明会」
（山形県・山形大学）

設立20周年記念事業自主制作映像コンテスト
（山形市国際交流協会）

交流風景





留学生のための「県内企業合同説明会」
（山形県・山形大学）

設立20周年記念事業自主制作映像コンテスト
（山形市国際交流協会）

交流風景
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山形県留学生交流推進協議会

国際交流やまがた

　私たち山形ロータリークラブと留学生との関係は、以前はロータリー財団の奨学生や青
少年交換学生の派遣という形で、県関係の高校生や大学生を海外に派遣することが中心に

なっていたようですが、平成10年以降は財団奨学生を４名派遣したことに加えて、延７年間にわたり海外から
山形にいらした４名の奨学生のお世話をしてまいりました。これは、「ロータリー米山奨学事業」によるもので
すので、ここでは、この事業について述べさせていただきます。
　「ロータリー米山奨学事業」とは、日本全国のロータリアンからの寄付金を財源として、日本で学ぶ外国人留
学生に奨学金を支給し、支援する国際奨学事業です。事業主体は、日本のロータリーの創始者米山梅吉氏を記
念した「米山基金」から発展した公益財団法人ロータリー米山記念奨学会であり、年間の奨学生採用数は約800
人、事業費は14.6憶円（2009年度）となっており、累計の奨学生では15,776人（2010年４月現在）、出身国は
119カ国と国内の民間事業では最大規模となっています。奨学金は課程に応じて月額７～14万円とかなり充実し
たものと思っております。
　また、奨学金による経済的支援だけではなく、ロータリークラブとの交流と精神的ケアを重視しており、奨
学生一人ひとりに地域のロータリークラブから世話クラブが選ばれ、また、その会員の中からカウンセラーが
付いて日常の相談役となり生活にも配慮しています。
　私たちのクラブでも、奨学金については毎月の例会に来ていただいてお渡ししていましたし、「歳忘れ家族
会」などの懇親行事にも参加してもらい、会員とのふれあいを大切にしてきました。これからも、積極的に世
話クラブを引受け国際交流の一助になっていきたいと考えております。

巻頭言
ロータリークラブと国際交流 山形ロータリークラブ会長

　　伊　藤　吉　明
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山形県留学生交流推進協議会
事務局
TEL FAX

所在地
Ｅ-mail

山形大学渉外部国際交流課内
023－628－4118 023－628－4849 rgkokusai@jm.kj.yamagata-u.ac.jp

山形市小白川町一丁目4番12号

● 羽陽学園短期大学 http://www.uyo.ac.jp/
● 應義塾大学鶴岡タウンキャンパス http://www.ttck.keio.ac.jp/
● 新庄コンピュータ専門学校 http://sca.core.ac.jp/
● 鶴岡工業高等専門学校 http://www.tsuruoka-nct.ac.jp/
● 東北芸術工科大学 http://www.tuad.ac.jp/
● 東北公益文科大学 http://www.koeki-u.ac.jp/
● 東北文教大学・短期大学部 http://www.t-bunkyo.jp/
● 放送大学山形学習センター http://www.ouj.ac.jp/

● 山形県立産業技術短期大学校
　 ［山形校］ http://www.yamagata-cit.ac.jp/index3.html
　 ［庄内校］ http://www.shonai-cit.ac.jp/
● 山形県立農業大学校 http://ynodai.ac.jp/
● 山形県立保健医療大学 http://www.yachts.ac.jp/
● 山形県立米沢女子短期大学 http://www.yone.ac.jp/
● 山形工科短期大学校 http://www.yit.ac.jp/
● 山形大学 http://www.yamagata-u.ac.jp/index-j.html
● 山形県 http://www.pref.yamagata.jp/




